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特別会計決算額　（千円）

平成11年度決算
　　　パートナーシップ型社会へ前進

平成11年度
一般会計
特別会計

決算総額
歳入83億8,976万8,972円
歳出81億0,849万0,400円

決
算
の
あ
ら
ま
し

　
平
成
11
年
度
一
般
会
計
は
、
歳

入
で
3.3
％
、
歳
出
で
4.2
％
増
と
と

も
に
２
年
連
続
し
て
ア
ッ
プ
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、
全
体
の
38

％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
3.5
％

増
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
新
た

に
財
政
支
援
と
し
て
配
分
さ
れ
た

地
方
特
例
交
付
金
が
加
わ
り
、
歳

入
全
般
の
伸
び
が
厳
し
い
中
一
助

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、

ほ
ぼ
前
年
度
実
績
を
確
保
し
た
も

の
の
５
億
円
台
の
大
台
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
内
容
は
、
固
定
資

産
税
が
ほ
ば
前
年
度
並
に
推
移
し

た
も
の
の
個
人
町
民
税
が
減
少
し
、

こ
れ
を
比
較
的
好
調
な
法
人
町
民

税
で
カ
バ
ー
し
た
形
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
個
人
町
民
税

は
特
別
減
税
や
景
気
の
低
迷
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
３
年
連
続
し
て

大
幅
な
下
げ
続
き
の
低
下
と
な
り

ま
し
た
。
町
債
も
積
極
的
な
建
設

事
業
を
反
映
す
る
形
と
な
っ
て
、

今
年
度
９
億
５
千
万
円
と
過
去
３

ケ
年
の
最
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
生

費
・
衛
生
費
が
歳
出
総
額
の
25
％

を
占
め
福
祉
施
策
の
充
実
を
反
映

し
た
形
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
民
生
費
は
前
年
度
比
69
％
増

と
な
り
、
こ
れ
は
特
養
老
人
ホ
ー

ム
、
統
合
保
育
園
を
建
設
し
た
こ

と
に
よ
る
伸
び
が
大
き
く
影
響
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
費
目
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

額
の
大
き
な
ひ
ら
き
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
立
町
110
周
年
に
あ
た
り
記
念

式
典
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
香

川
県
高
松
市
と
友
好
都
市
盟
約
を

結
び
、
相
互
訪
問
や
物
産
交
流
を

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
化
を

目
的
と
し
た
矢
島
町
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
町
民
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図

る
一
方
で
、
情
報
の
共
有
化
、
地
域

交
流
を
促
進
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
型
社
会
構
築
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
し
た
年
度
と
な
り
ま

し
た
。

一
、
住
民
の
福
祉
と
健
康
管
理

・
統
合
保
育
園
の
建
設
支
援

・
特
養
老
人
ホ
ー
ム
建
設
支
援

・
各
種
検
診
事
業
を
実
施

・
ゴ
ミ
集
積
所
10
カ
所
を
整
備

・
生
ゴ
ミ
処
理
器
22
基
に
、
１
基
あ

　
た
り
３
千
円
の
補
助

・
防
火
水
槽
５
カ
所
増
設

・
消
防
団
再
編
大
綱
の
策
定
に
向
け

　
審
議
開
始

二
、
産
業
の
振
興

・
桃
野
畑
地
12.1
ha
に
作
付
け

・
緊
急
生
産
調
整
は
269
ha
を
実
施
。

　
実
施
率
100
・
92
％

・
水
稲
の
出
荷
量
九
五
、
一
一
七
袋

　
１
等
米
比
率
21.3
％

・
農
林
水
産
物
直
売
所

　 

『
や
さ
い
王
国
』 

オ
ー
プ
ン

・
農
業
体
験
農
園

　 

『
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
』 

が
完
成

・
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業

　
で
花
立
修
景
施
設
整
備

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
で
川
辺
地
区

　
23.7
ha
、
新
荘
地
区
8.9
ha
を
整
地

・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
タ
ク
シ
ー
利
用
の
登
山
客
に
タ

ク
　
シ
ー
料
金
の
助
成

・
中
学
生
以
下
の
希
望
者
に
、

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
券
を
全
額
補
助

三
、
生
活
環
境
の
整
備

・
田
中
町
北
線
、
新
所
轟
木
線
道
路

　
改
良
舗
装

・
板
之
下
橋
架
け
替
え
で
橋
台
、
橋

　
脚
工
事
を
施
工

・
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
21
名
で
172
区

　
間
96.4
Km
を
実
施

・
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
で
花
立

　
地
区
に
約
５
万
の
貯
水
池
築
造

・
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
全
地
区

　
完
成｡ 

水
洗
化
率
76.5
％

・
年
度
末
で
下
水
道
普
及
率
が
81
％

　
に
達
し
全
県
下
６
位

四
、
教
育
の
振
興

・
中
学
生
の
海
外
研
修
を
補
助

・
ふ
る
さ
と
子
ど
も
ド
リ
ー
ム
支

　
援
事
業
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン
ゴ
の

　
収
穫
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
搾
乳
、

　
子
吉
川
い
か
だ
下
り
を
実
施

・ ｢

矢
島
で
屋
島
展｣

を
開
催

・
高
松
市
へ
友
好
訪
問
団
を
派
遣

・
伝
統
番
楽
、
神
楽
の
育
成
保
存

　
を
補
助

・
子
ど
も
体
験
村
、
子
ど
も
セ
ン

　
タ
ー
、
子
ど
も
イ
キ
イ
キ
塾
、

　
子
ど
も
放
送
局
を
実
施

五
、
総
務
企
画

・
町
制
施
行
一
一
〇
周
年
記
念
式

　
典
挙
行

・
香
川
県
高
松
市
と
友
好
都
市
の

　
盟
約
締
結

・
矢
島
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

　
ス
テ
ム
を
整
備

・
地
域
振
興
券
交
付
で
三
、
四
〇

　
〇
万
円
の
経
済
効
果

会　計　区　分 歳　入 歳　出 増　減

畜産センター経営事業特別会計 　　48,834       42,308 6,526

老人保健特別会計 　 778,099     778,099 0

国民健康保険特別会計     556,475     480,351 76,124

町営スキー場経営事業特別会計     120,887     120,339 548

簡易水道事業特別会計       50,987       47,453 3,534

集落排水事業特別会計       87,102       85,386 1,716

公共下水道事業特別会計  1,301,202 1,288,412 12,790

(公営企業会計)水道事業会計     121,351 107,547 13,804



地方交付税

所得税、法人税､ 消費税など個
人や会社が納めた税金を、市町
村などが行うべき事務を遂行で
きるよう、国が交付するお金

町債
国･県や金融機関などから借り
入れるお金

国･県支出金
町などが行う事業に対して、国･
県が公益性を認め交付するお金

町税
町民税、固定資産税、軽自動車
税など町が主体で課税している
お金

繰入金
10年度は財政調整基金3億4千万
円、ふるさと創生基金9千万円
の繰入などがある

地方消費税
交付金

皆さんが物品を買って納めた消
費税は5％。そのうち2割が町な
どに交付されるお金

地方譲与税

国が徴収し、そのまま町などに
対して譲与するお金、地方道路
譲与税、自動車重量譲与税など
がある

地方交付税 20億7,010万6千円 38.88％

町　債 9億4,510万円 17.75％

国・県支出金 6億8,383万3千円 12.84％

町　税 4億9,591万4千円 9.31％

繰入金 4億7,294万円 8.88％

繰越金・諸収
入

3億2,692万3千円 6.14％

使用料・手数
料・財産収入

8,354万５千円 1.57％

分担金及び
　　　負担金

8,474万円 1.59％

地方消費税
　　　交付金

6,275万9千円 1.18％

地方譲与税 9,897万3千円 1.86%

民生費 10億5,317万9千円 20.42％

総務費 9億4,102万円 18.24％

農林水産業費 8億0,356万7千円 15.58％

公債費 5億7,295万4千円 11.12％

土木費 3億7,752万1千円 6.90％

教育費 3億4,962万４千円 6.78％

諸支出金 2億8,219万円 5.47％

衛生費 2億4,644万8千円 4.78％

消 防 費 2億2,145万7千円 4.29％

商 工 費 1億7,149万9千円 3.32％

議 会 費 8,912万6千円 1.73％

災害復旧費 2,822万8千円 0.55％

労 働 費 2,178万3千円 0.42％

一般会計歳入

53億2,483万1,956円

用語の内容

一般会計歳出

51億5,859万6,506円
費目の内容

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

民生費

保育園建設、特養老人ホーム建
設、老人福祉施設措置費、ホー
ムヘルプサービス事業委託、福
祉医療費、介護保健事業

総務費

人件費、情報ネットワーク施設
整備、地域振興券交付金、交流
広場整備工事、立町110周年記
念事業、統計調査

農林水産業費

農業委員会、農業振興のための
各種補助、米生産調整対策、畜産、
林業、地籍調査、農林水産処理
加工施設建設事業、基盤整備促進事業

公債費
町が以前に国･県や金融機関から
借り入れたお金を返すお金など

土木費
道路台帳修正業務、坂之下橋架
替工事、町道の改良･舗装･維
持工事、克雪対策

教育費

中学生海外研修補助、スキーシー
ズン券補助、教育基金積立、ALT
招致事業、コンピュータリース、
総合美術展、少年野球教室

諸支出金
公共用地の取得金、公共用地造
成償還金、特別会計への繰出金



吉
川
助
役
が
退
任

議
会
定
例
会

　
平
成
10
年
10
月
よ
り
矢
島
町
助
役

と
し
て
町
政
発
展
に
御
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
吉
川
浩
民
氏
が
、 

９
月
30

日
を
も
っ
て
助
役
を
退
任
さ
れ
、
10

月
よ
り
自
治
大
学
校
教
授
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
町
の
行
政
改

革
、
高
度
情
報
化
の
推
進
、
住
民
参
画

行
政
の
推
進
等
の
中
心
的
な
役
割
を

担
い
、
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
会
合
、
集
会
に
も
こ

ま
め
に
出
席
さ
れ
、
そ
の
人
柄
、
行
動

力
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
は
、
自
治
省
に
戻
ら
れ
ま
し

て
も
当
町
発
展
の
た
め
一
層
の
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
９
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
、
９
月

定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成
11
年
度

一
般
会
計
の
決
算
、
条
例
の
改
正
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
27
件
の
議
案

が
審
議
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

☆
矢
島
町
監
査
委
員

・
小
番
与
一
氏 (

七
日
町) 

再
任

☆
矢
島
町
教
育
委
員

・
大
井
建
史
氏 (

城
　
新) 

再
任

・
打
矢
正
敏
氏 (

豊
　
町) 

新
任

・
藤
田
嘉
樹
氏 (

羽
　
坂) 

退
任

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

矢
島
町
の
皆
様
へ

　
こ
の
た
び
、
矢
島
町
助
役
を
退
任

し
、
自
治
省
に
帰
任
い
た
し
ま
し
た
。

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
町
民
皆
様
の
ご
厚
情
に

支
え
ら
れ
、
大
過
な
く
職
務
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
は
た
だ
ほ
っ

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間
、
私

☆
条
例
改
正

○
矢
島
町
営
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー
リ
フ

　
ト
使
用
料
徴
収
条
例
改
正

・
二
時
間
券
、
四
時
間
券
、

　
ナ
イ
タ
ー
フ
リ
ー
券
を
増
設

☆
補
正
予
算

・
一
般
会
計
に

　
四
千
六
百
一
万
四
千
円
を
追
加
、　

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
築
工
事
、　

　
望
ま
し
い ｢

秋
田
の
水
田
農
業｣ 

　

　
確
立
事
業
費
補
助
金
、
ス
キ
ー
場

　
用
地
購
入
、
側
溝
改
良
、
町
道
舗
装

　
な
ど

☆
決
算
認
定

・
平
成
11
年
度
一
般
会
計
、７
特
別
　

並
び
に
家
族
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
我
が
国
有
数
の
秀
峰
・
鳥
海
山
を

仰
ぎ
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
有

す
る
矢
島
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
誇
り
を
胸

に
、
今
後
と
も
職
務
に
精
励
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
と
と
も
に
、
末
永
く
お
つ
き
あ

い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
矢
島
町
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
12
年
10
月

　
　
　
　
　
　
吉
　
川
　
浩
　
民

　
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
認
定

☆
財
産
の
取
得

・
矢
島
駅
前
地
区
整
備
事
業
用
地
と

　
し
て
六
七
七
一･

一
一
平
方
メ
ー
ト

　
ル
を
一
億
八
千
四
百
余
万
円
で
購
入

☆
工
事
請
負
契
約

・
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施
設

　
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
を
九
千
八
百
七

　
十
万
円
で
秋
田
オ
リ
オ
ン
販
売

　 (

株) 

と
契
約
締
結

・
公
共
下
水
道
事
業

　
家
中
・
丸
森
地
区
管
工
事
を
九
千

　
二
百
九
十
二
万
五
千
円
で
矢
島
建

　
設 (

株) 

と
契
約
締
結

10
月
１
日
か
ら
施
行

　 

「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
」

　｢

矢
島
町
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条

例｣
 

は
、
町
民
が
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
が
重
要
な
こ
と
か
ら
町
、

町
民
、
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を

持
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
良
好
な
環

境
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
本
条
例
は
、
生
活
環
境
に
つ
い
て

は
次
の
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
・
ご
み
の
不
法
投
棄
の
禁
止

　
・
販
売
業
者
の
散
乱
防
止
の
責
務

　
・
空
き
家
空
き
地
の
管
理

　
・
家
畜
の
管
理

　
・
愛
玩
動
物
の
管
理

　
こ
れ
に
違
反
し
て
い
る
場
合
や
周

辺
の
生
活
環
境
を
損
な
っ
て
い
る
時

　
矢
島
町
消
防
団
の
再
編
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
可
決

　
先
月
号
で
掲
載
し
た
と
お
り
再
編

委
員
会
で
再
編
大
綱
が
策
定
さ
れ
、

町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

度
の
九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
再

編
大
綱
を
最
大
限
に
尊
重
し
た
条
例

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
消
防
団

は
定
員
一
七
五
名
の
新
体
制
で
新
た

な
出
発
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
統
合
す
る
分
団
毎
に
再
編

協
議
会 (

仮
称) 

を
開
き
、
再
編
後
の

定
員
等
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

み
ん
な
の
善
意

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福
祉

　
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業
の

た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て
寄
付

金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

○
丸
森
、
佐
々
木
元
様
　 (

弟
十
三

　
氏
香
典
返
し)

○
大
川
原
、
佐
藤
貞
子
様
　 (

御
主
人

　
清
三
氏
香
典
返
し)

○
砂
子
沢
、
佐
々
木
富
雄
様 (

御
尊
父

　
富
弥
氏
香
典
返
し)

町
長
は
、
関
係
者
に
対
し
指
導
、
勧
告

し
改
善
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
又
、
冬
期
間
に
お
け
る
町
の
除
雪

の
実
施
と
町
民
の
除
雪
協
力
に
つ
い

て
や
自
然
環
境
の
保
護
と
適
正
な
利

用
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
町
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
際

し
て
、
職
員
を
現
地
に
立
ち
入
ら
せ

関
係
者
か
ら
説
明
を
求
め
る
こ
と
や

環
境
監
視
員
に
必
要
な
事
項
を
監
視

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
矢
島
町
の
良
好
な
環
境
を
守
り
、

将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
町

と
町
民
、
事
業
者
と
共
に
積
極
的
に

環
境
保
全
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
戸
配

布
し
ま
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

下
さ
い
。



ル
ー
ル
と
思
い
や
り

　
　
笑
顔
で
ゆ
き
か
う
交
差
点

　
９
月
21
日
〜
９
月
30
日
ま
で 

『
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
』 
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
街
頭
指
導
・

交
通
安
全
広
報
等
に
よ
る
交
通
安
全

の
呼
び
か
け
を
、
ま
た
、
保
育
園
・
小

学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、

高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
訪
問
指
導
等

を
行
い
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
〜
11
月
13
日
ま
で
は
、

『
ピ
カ
ッ
と
ナ
イ
ト
30
日
運
動
＆
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
飲
酒
運
転
30
日
作
戦
』

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
薄
暮 (

夕
方) 

か
ら
夜
に
か
け
て

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
、
歩

行
者
に
と
っ
て
も
大
変
危
険
な
時
間

帯
と
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早

目
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
、
歩
行
者
は
反

射
材
の
着
用
を
す
る
な
ど
目
立
つ
よ

う
な
服
装
を
し
て
お
互
い
に
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
12
年
10
月
か
ら
高
齢
者
の

方
も
介
護
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
介
護
を
国

民
み
ん
な
で
支
え
る
た
め
、
高

齢
者
の
方
も
含
め
40
歳
以
上
の

す
べ
て
の
方
に
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
々
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
の
円
滑
な
施
行

の
た
め
の
特
別
対
策
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
や
制
度
へ
の
理

解
が
浸
透
し
て
か
ら
保
険
料
の

負
担
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

次
の
よ
う
に
段
階
的
な
措
置
を

と
っ
て
お
り
ま
す
。

●
制
度
開
始
か
ら
半
年
間
は
、　

　
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ

　
い
。

　 (

平
成
12
年
４
月
か
ら
９
月
ま

　
で)

●
そ
の
後
１
年
間
は
本
来
の
保

　
険
料
の
半
額
を
納
め
る
。

 

　(

平
成
12
年
10
月
か
ら
13
年
９

　
月
ま
で)

●
平
成
13
年
10
月
か
ら
本
来
の

　
保
険
料
を
納
め
る
。

 (

図
１
　
参
照)

★ [

保
険
料
の
納
め
方]

　
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き (

特
別

徴
収) 

と
、
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
書
に
よ
る
納
付 (

普

通
徴
収) 

が
あ
り
ま
す
。

・
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額

18
万
円 (

月
額
１
万
５
千
円)

以
上
の
方
。

平
成
12
年
10
月
以
降
、
２
ヶ

月
お
き
に (

平
成
12
年
度
は

10
月
、
12
月
、
２
月) 

に
支
払

わ
れ
る
年
金
か
ら
支
払
ご
と

に
２
ヶ
月
分
の
保
険
料
が
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

・
普
通
徴
収

　
老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額

18
万
円 (

月
額
１
万
５
千
円)

未
満
の
方
。

平
成
12
年
10
月
以
降
に
納
期

ご
と
に
口
座
振
替
ま
た
は
納

付
書
に
よ
り
金
融
機
関
か
役

場
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・
普
通
徴
収
分
の
納
付
期
限

　
７
月
〜
翌
年
２
月 (

毎
月

８
期
分) 

各
月
月
末
納
期
限

※
12
年
度
は
10
月
・
12
月
・
　

２
月
の
３
期
分

★ [

保
険
料
の
額]

　
　
　
　 (

図
２
　
参
照)

交
通
安
全
運
動
展
開

介
護
保
険
料

　
　
に
つ
い
て

　　　平成１２年度～平成１４年度の65歳以上の方の保険料額

保険料納付を猶

予されている期

間です。

↑
本
来
の
介
護
保
険
料
↓

図１

平成１２年4月 平成１２年１０月 平成１３年４月 平成１３年１０月 平成１４年４月 平成１５年４月

本来の保険料の

半額を納めます。

（保険料が軽減された分は国が

負担します。）

本来の保険料を納めます。

生活保護受給者、老後

福祉年金受給者（住民

税世帯非課税）

基準額×0.5

1,315円

世帯全員が

住民税非課税

1,973円

基準額×0.75

本人が住民税非課税

基準額

2,630円

本人が住民税課税で

合計所得金額250万

未満

基準額×1.25

3,288円

本人が住民税課税で

合計所得金額250万

以上

基準額×1.5

3,945円軽　減

割　増

←所　得→

第2段階第１段階 第3段階 第4段階

所得に応じた保険料月額　・１号保険者（65歳以上の方）
　　　　　　　　　　　※本荘由利広域（1市8町）

第5段階

基準額

図２



町職員給与の実態をお知らせします
　町民の皆さんに町職員の給与の実態をお知らせします。

　町職員の給与は、国家公務員の給与を基準として、町議会の審議を経て町条例に

定められております。

　給与は、基本給与として給料と扶養手当から成り立っております。

１、人件費の状況（普通会計決算）

区　　分 住民基本台帳
人口(年度末) 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率

 (Ｂ／Ａ)
参考平成10年
度の人件費率

11年度 6,576人 5,179,842千円 159,556千円 816,979千円 15.8％ 16.3％

２、職員給与の状況

区　　分 職員数　A
給　与　費 １人当給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

12年度 76人 311,924千円 56,989千円 147,280千円 516,193千円 6,792千円

３、職員の初任給（平成12年４月１日現在）

区　　分
矢島町 国

初任給 採用２年経過日 初任給 採用２年経過日

一般行政職
大学卒 174,400円 188,900円 174,400円 188,900円

高校卒 141,900円 151,800円 141,900円 151,800円

４、職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（平成12年４月１日現在）

区　　分
経　験　年　数

０年～９年 10年～19年 10年～19年 30年以上

一般行政職
大学卒 199,000円 321,550円 394,400円

高校卒 176,167円 258,256円 361,882円 418,038円

５、職員の平均給料月額及び平均年齢（平成12年４月１日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 340,684円 42.5歳

６、一般行政職の級別職員数（平成12年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な
職務内容

主事補、
技師補

主事、技師
保健婦 主任 主査 係長

課長補佐、
参事、室長

課長、局長
次長、主席
参事、館長

主幹、　　
総務課長

職員数 ２人 ７人 12人 7人 11人 19人 11人 7人 76人

構成比 2.6% 9.2% 15.8% 9.2% 14.5% 25% 14.5% 9.2% 100.0%



７、職員手当の状況
 (ア) 期末・勤勉手当　　　　　 (単位：ヵ月分)
区　分 ６月期 12月期 3月期 合　計

期末手当 1.45 1.75 0.55 3.75

勤勉手当 0.6 0.6 0.0 1.20
※国・県と同じ支給割合となっています。また、国と同じく職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置を設けています。

 (イ) 退職手当　　　　　　　　 (単位：ヵ月分)

区　分 限度額 勤続20年 勤続25年 勤続35年

自己都合 60.00 21.000 33.75 47.50

勧奨・定年 62.70 28.875 44.55 62.70
※退職したときの給料月額に、退職事由及び勤続年数により一定の支給割合を乗じて
支給されます。

 (ウ) 特殊勤務手当 (平成12年４月１日現在)

手当の種類
町税等徴収事務、伝染病防疫作業、特
殊・大型自動車作業、ボイラー作業

職員全体に占める手
当支給職員の割合 7.9％

支給対象職員１人
当たり平均支給額 4,150円

 (エ) 時間外勤務手当

10年度 11年度

支給総額 職員１人当
り支給総額 支給総額 職員１人当

り支給総額

19,642千円 350千円 24,736千円 419千円

 (オ) 扶養手当、住居手当、通勤手当の月額 (平成12年４月１日現在)

年　　度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度

ラスパイレス指数 92.5 93.1 93.9 93.8 95.7
９、特別職の報酬等の状況 (平成12年４月１日現在)

区　　　　分 矢島町 国

扶養手当

配偶者 16,000円 16,000円

配偶者以外の２人目まで
 (扶養親族でない配偶者がいる場合の１人目)
 (配偶者がいない場合の１人目)

5,500円
6,500円
11,000円

5,500円
6,500円
11,000円

その他 2,000円 2,000円

満16歳年度当初から満22歳年度末までの扶養換算額 5,000円 5,000円

住居手当

借家 (支給限度額) 27,000円 27,000円

自家 1,000円 1,000円

自家で新築から５年目まで 2,500円 2,500円

通勤手当 交通用具 (自家用車等) の利用の限度額 20,900円 20,900円
８、ラスパイレス指数の推移について

※代表的な国家公務員の

棒給を100としています｡区　分 報酬月額 期末手当

町　長 810,000円

６月期・・・1.45カ月分
12月期・・・1.75カ月分
３月期・・・0.55カ月分
　計　・・・3.75カ月分

助　役 630,000円

収入役 590,000円

教育長 560,000円

議　長 280,000円

副議長 240,000円

議　員 225,000円
10、部門別職員数の状況 (平成12年４月１日現在) 職員数の（　）は一般職

区　　　　分 職員数 対前年増減数 主な増減理由

部　　　　門 11年 12年

一般行政部門

議　　　　会 （  1）  2人 （  1）  2人

総　　　　務 （10）11人 （  9）10人 （△1）△1 行革室廃止

税　　　　務 （  9）  9人 （  9）  9人

農　　　　林 （10）13人 （10）13人

企画商工観光 （  9）10人 （  9）11人 　　　　  1 情報ネットワーク拡充

建　　　　設 （  4）  5人 （  4）  5人

生活  ・  環境 （  7）  8人 （  7）8  人

福祉  ・  保健 （11）12人 （11）12人

小　　　　計 （61）73人 （61）73人

収入役部門
会　　　　計 （  2）  3人 （  2）  3人

小　　　　計 （  2）  3人 （  2）  3人

特別行政部門
教　　　　委 （  8）12人 （  9）11人 （　1）△1 退職による

小　　　　計 （  8）12人 （  9）11人

公営企業部門
水　　　　道 （  5）  7人 （  5）  7人

小　　　　計 （  5）  7人 （  5）  7人

合　　　　計 （76）92人 （76）91人 　　　  △1



　
９
月
25
日
、
駅
舎
を
兼
ね
た
矢
島

町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
昭
和
16
年
の
開
業
以
来
親
し
ま
れ

て
き
た
矢
島
駅
舎
の
老
朽
化
に
伴
い

新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
町
の
案
内
機

能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
な
ど
が

備
わ
っ
て
お
り
、
新
た
な
町
民
の
交

流
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
に
は
町
や
鉄

道
関
係
者
ら
約
50
人
が
出
席
。
主
催

者
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
を
案
内
す
る

地
図
の
作
製
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
青
木
茜
さ
ん (

西
目
高
校
２
年) 

よ

り
町
長
に ｢

手
づ
く
り
マ
ッ
プ｣ 

が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
佐
藤
町

長
、
大
井
社
長
、
岸
野
矢
島
駅
長
、
正

木
議
会
議
長
、
利
用
者
を
代
表
し
て

佐
藤
美
樹
さ
ん
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
開
業
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
由
利
高
原
鉄
道
は
、
昭
和
60

年
10
月
の
開
業
以
来
15
周
年
を
迎
え
、

今
回
の
式
典
を
皮
切
り
に
下
記
の
記

念
行
事
を
行
い
ま
す
。

■記念乗車券を販売
■沿線小学校生徒の絵画展 (駅舎内)
■由利高原鉄道特産品まつり
　矢島駅前にて１市10町の特産品販売 (10時～13時）　　　　　
■無料列車運行
　本荘・矢島両駅９時20分発から15時35分発までの５往復
■おばこカップゲートボール大会 (矢島町ゲートボール場)

中
学
校
秋
季
大
会

　
　
　
　
　
　
　 (

９
月
16
・
17
日)

・
野
球

　
　
矢
島
　
７
対
０
　
由
利

　
　
矢
島
　
１
対
２
　
本
荘
南

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
矢
島
　
２
対
17
　
象
潟

・
サ
ッ
カ
ー

　
　
矢
島
　
２
対
２
　
象
潟

　
　
Ｐ
Ｋ
戦
３
対
５

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
矢
島
　
２
対
０
　
石
沢

　
　
矢
島
　
０
対
２
　
岩
城

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
矢
島
　
０
対
２
　
由
利

・
テ
ニ
ス

　
第
３
位

　
　
矢
島
　
３
対
０
　
仁
賀
保

　
　
矢
島
　
０
対
３
　
西
目

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
矢
島
　
０
対
２
　
鳥
海

・
卓
球

　
男
子
　
予
選
リ
ー
グ

　
　
矢
島
　
３
対
０
　
由
利

　
　
矢
島
　
３
対
０
　
仁
賀
保

　
　
矢
島
　
３
対
０
　
象
潟

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
準
優
勝

　
　
矢
島
　
３
対
０
　
大
内

　
　
矢
島
　
３
対
１
　
鳥
海

　
　
矢
島
　
１
対
３
　
釜
ケ
台

　
女
子
　
予
選
リ
ー
グ

　
　
矢
島
　
３
対
２
　
金
浦

　
　
矢
島
　
３
対
０
　
象
潟

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
準
優
勝

　
　
矢
島
　
３
対
１
　
東
由
利

　
　
矢
島
　
３
対
１
　
西
目

　
　
矢
島
　
０
対
３
　
鳥
海

　
男
子
　
個
人

　
　
第
３
位
　
茂
木
卓
也

象
潟
（
奥
の
細
道
）
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　 (

９
月
24
日)

◎
小
学
校

　
○
四
年
生
女
子
　
個
人

　
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
綾
子

◎
中
学
校

　
○
男
子
団
体
　
優
勝

　
○
男
子
　
個
人

　
　
準
優
勝
　
佐
々
木
　
翔

　
○
中
一
女
子
　
個
人

　
　
第
三
位
　
佐
藤
　
英
里

　
○
中
二
女
子
　
個
人

　
　
第
三
位
　
真
坂
　
聖
子

矢 島 駅

新 駅 舎

オープン

活
躍
の
記
録

鳥海山ろく線15周年記念事業
10月１日(日)

10月14日(土)

10月24日(火)



空
か
ら

　
ふ
る
さ
と
探
訪

伝
統
の

　
　
八
朔
ま
つ
り

た
。｣ 

と
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
様
子
で
し

た
。

　
９
月
21
日
、
矢
島
中
学
校
の ｢

郷

土
学
習｣ 

の
一
環
と
し
て
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
搭
乗
に
よ
る
空
か
ら
の
ふ
る

さ
と
探
訪
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

２
４
４
名
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
平
成
９
年
に
続
き
今
回
で
２

回
目
。
搭
乗
前
に
係
員
か
ら
説
明
を

受
け
た
生
徒
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
不

安
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
ヘ
リ
の

騒
音
の
中
へ
。
上
空
５
０
０
ｍ
地
点

で
時
速
２
０
０
キ
ロ
の
移
動
は
皆
さ

ん
が
初
体
験
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

約
５
分
間
の
飛
行
は
あ
っ
と
い
う
間

の
で
き
ご
と
の
よ
う
で
し
た
。
ヘ
リ

か
ら
降
り
た
生
徒
た
ち
は
口
々
に
、

｢

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。感
動
し
ま
し

　
９
月
９
・
10
日
、
３
０
０
年
の
伝

統
と
歴
史
を
誇
る
八
朔
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
宵
宮
、
ま
つ
り
当
日
と
も
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

伝
統
行
事
と
あ
っ
て
く
り
出
し
た

人
々
は
約
１
万
人
。
６
丁
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
山
車
と
仮
装
を
施
し
た
踊

り
が
通
り
で
披
露
さ
れ
る
と
、
魅
了

さ
れ
た
観
衆
が
大
き
な
拍
手
を
お

く
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
前
通
に
は
様
々
な
露
天

が
軒
を
連
ね
、
道
行
く
人
々
が
足
を

止
め
て
は
店
先
を
の
ぞ
き
こ
み
、
お

ま
つ
り
な
ら
で
は
の
光
景
が
広
が
っ

て
お
り
ま
し
た
。

第
31
回
　
空
手
道
秋
田
県
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　 (

９
月
３
日)

■
小
学
一
・
二
年
個
人
　
組
手

　
第
三
位
　
佐
藤
未
知
洋

■
中
学
団
体
　
組
手

　
第
二
位
　
土
田
　
桂
　
佐
藤
　
貢

　
　
　
　
　
佐
々
木
優
作

■
中
学
団
体
　
形

　
第
三
位
　
佐
藤
　
貢
　
土
田
　
桂

　
　
　
　
　
佐
藤
昴
也

■
高
校
女
子
個
人
　
形
　
組
手

　
第
三
位
　
土
田
悠
莉

山
田
選
手
　
全
国
大
会
出
場
な
る

　
第
48
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

の
秋
田
県
予
選
が
９
月
10
日
羽
後
町

で
開
催
さ
れ
、
矢
越
出
身
の
山
田
薫

選
手 (

24
歳
、
秋
田
県
警) 

が
見
事
優

勝
を
果
た
し
、
11
月
３
日
、
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
へ
秋
田

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
山
田
選
手
は
高
校
時
代
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
個
人
優
勝
す
る
な
ど
、

実
績
、
実
力
と
も
十
分
で
あ
り
、｢

剣

道
日
本
一｣ 

を
決
め
る
こ
の
選
手
権

大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
山
田
選
手
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

第
５
回

　
本
荘
市
由
利
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
種
目
別
交
流
会
卓
球
競
技

　
　
　
　
　
　
　 (

９
月
24
日) (

日)

本
荘
市
民
体
育
館

矢
島
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
男
子
１
部

　
　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
団
体

　
　
　
準
優
勝
　
男
子
Ａ
チ
ー
ム

　
女
子
２
部

　
　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
団
体

　
　
　
第
３
位
　
女
子
チ
ー
ム

矢
中
祭
の
ご
案
内

テ
ー
マ ｢

未
来｣

○
期
　
日
　
10
月
29
日 (

日)
　
　
　
　
　
午
前
８
時
よ
り

○
場
　
所
　
矢
島
中
学
校

○
内
　
容

　
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
・
展
示

　
　
ク
ラ
ス
展
示
　
作
品
展
示

　
　
自
主
展
示
　
　
総
合
学
習

　
・
バ
ザ
ー (

び
っ
く
り
市)



わたしの

ひとこと

は が き

　
９
月
の
広
報
で
、
矢
島
中
学
校
か

ら
花
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
知
り
、

先
日
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の

花
は
、
金
森
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
全

校
で
行
っ
て
い
る ｢

花
い
っ
ぱ
い
運

動｣ 

の
花
だ
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

花
の
世
話
を
す
る
の
は
、
先
生
方
も

生
徒
の
皆
さ
ん
も
と
て
も
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
き
れ
い

な
町
づ
く
り
の
た
め
に
こ
の
運
動
を

進
め
て
い
る
生
徒
の
皆
さ
ん
頑
張
り

ま
し
た
ね
。
お
蔭
様
で
普
段
は
た
だ

走
っ
て
い
る
殺
風
景
な
道
路
も
、
楽

し
み
な
が
ら
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
町
を
思
う
気
持

ち
に
感
激
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

麻
生
愛
子
さ
ん (

田
沢)

　 ｢

広
報
や
し
ま｣ 

で
は
皆
さ
ん
の
身

近
に
あ
る
ち
ょ
っ
と
い
い
話
や
感
動

し
た
話
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。
わ
た

し
の
ひ
と
こ
と
は
が
き
な
ど
を
ど
ん

ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
企
画
商
工
観
光
課

矢
島
町
納
涼
囲
碁
大
会
成
績

　
　
　
　
　
　
８
月
26
日
　
廣
祐
寺

優
　
勝
　
　
須
貝
　
忠
平
　
七
段

準
優
勝
　
　
大
屋
敷
信
勝
　
六
段

三
　
位
　
　
伊
東
　
廣
闡
　
八
段

四
　
位
　
　
佐
藤
　
光
造
　
五
段

矢
島
の
文
化
財
紹
介
５

種
　
別
　
町
有
形
文
化
財 (

工
芸) 

名

　
称
　 ｢

甲
冑｣

所
有
者
　
矢
島
町
　
龍
源
寺

◎
兜
鉢
は
大
円
山
形
で
義
重
と
ほ
ら

れ
て
お
り ｢

大
鑑｣

 

で
は
上
野
国
、

常
陸
国
と
あ
り
一
書
に
は
上
州
、
常

州
に
住
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
室
町
末

期
の
関
東
地
方
明
珍
系
を
指
し
て
い

る
。
星
は
共
鉄
菊
花
紋
座
に
小
星
を

打
ち
、
こ
の
時
代
と
し
て
は
非
常
に

め
ず
ら
し
い
。
し
か
し
鉢
裏
の
状
態

か
ら
室
町
末
期
か
ら
桃
山
期
製
作
の

も
の
と
肯
定
出
来
る
。
生
駒
氏
家
祖

の
親
正
公
所
用
と
し
て
伝
来
し
た
も

の
で
あ
り
、
古
色
が
あ
り
出
来
が
よ

い
。
兜
鉢
以
外
は
江
戸
中
期
以
降
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
家
地
は

す
べ
て
録
地
に
金
襴
葉
紋

様
と
な
り
各
部
の
赤
胴
金

物
に
は
半
車
紋
が
付
き
、

す
べ
て
本
小
札
と
し
、
保

存
良
好
で
あ
り
総
体
的
に

み
て
も
出
来
が
よ
く
技
術

の
粋
を
尽
く
し
た
名
品
で

あ
る
。

「
み
ん
な
一
緒
に
生
き
て
い
く
」

中
心
に
、
地
域
密
着
型
・
住
民
参
加

型
の
民
間
社
会
福
祉
事
業
及
び
地
域

福
祉
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
た
め
、過
半
数
配
分
を
撤
廃
し
、重

点
的
配
分
や
よ
り
広
域
的
な
活
動
へ

の
支
援
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　
何
卒
、
本
趣
旨
を
ご
認
識
下
さ
い

ま
し
て
、
民
間
の
も
つ
柔
軟
性
と
先

導
性
を
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民

間
社
会
福
祉
事
業
の
充
実
を
図
る
た

め
に
も
特
段
の
参
加
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
本
町
共
同
募
金
会
も
婦
人
会
に
よ

る
街
頭
募
金
、
部
落
奉
仕
員
に
よ
る

毎
戸
募
金
、
各
事
業
所
団
体
職
場
長

各
位
、
小
中
高
等
学
校
の
参
加
を
得

て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し

く
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◎
矢
島
町
募
金
会
目
標
額

　
一
金
、
一
、
三
五
六
、
〇
〇
〇
円

〜
全
国
一
斉
に
共
同
募
金
始
ま
る
〜

　
本
年
も
10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
た
す
け
あ
い
の
心
の
醸
成
を
図
る

た
め
、
県
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
理
解

と
参
加
を
得
て
募
金
目
標
の
達
成
に

向
け
て
努
力
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
国
で
は
平
成
12
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
の
導
入
、
今
後
の
共

同
募
金
の
役
割
に
影
響
を
及
ぼ
す
社

会
福
祉
法
が
可
決
さ
れ
、
６
月
７
日

か
ら
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
共
同
募
金
は
地
域
福
祉
活

動
・
事
業
の
推
進
へ
の
一
層
の
寄
与

が
明
確
化
さ
れ
、
地
域
住
民
や
社
会

福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を



合
併
処
理
浄
化
槽

　
設
置
補
助
に
つ
い
て

　
平
成
三
年
度
に ｢

矢
島
町
下
水
道

基
本
構
想｣

 
を
策
定
し
、
平
成
四
年

度
か
ら
農
業
集
落
排
水
事
業
・
平
成

六
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
着

手
し
て
き
ま
し
た
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は

平
成
七
年
度
よ
り
順
次
供
用
開
始
し

て
お
り
、
平
成
九
年
度
で
四
地
区
全

て
完
成
し
、
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
又
、
矢
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
完
成

に
伴
い
、
公
共
下
水
道
も
本
年
度
よ

り
供
用
開
始
と
な
り
快
適
な
生
活
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

環
境
素
材
と
し
て
の

「
ケ
ナ
フ
」
を
見
て
み
ま
せ
ん
か

　 ｢

ケ
ナ
フ｣

 

は
、
ア
オ
イ
科
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
属
の
一
年
草
で
、
オ
ク
ラ

に
似
た
花
が
咲
き
ま
す
。
成
長
時
に

空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
一
般
の
森

林
の
４
倍
以
上
吸
収
す
る
た
め
、
地

球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
環

境
に
や
さ
し
い
植
物
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　 ｢

ケ
ナ
フ｣

 

は
、
紙
づ
く
り
の
材

料
や
食
用
、
染
料
等
に
利
活
用
さ
れ

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
町
で
は
、
針
ヶ
岡
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
百
五
十
本
ほ
ど ｢

ケ

ナ
フ｣ 

を
栽
培
し
て
お
り
、
草
丈
も

４
ｍ
〜
５
ｍ
に
成
長
し
、
薄
黄
色
の

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　
左
記
に
よ
り
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
ご
自
由
に
ご
覧
下
さ
い
。

日
時
　
10
月
９
日 (

月)

　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

場
所
　
矢
島
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 (

旧
高
校
農
場
跡
地)

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
地
区
外
の
方

に
つ
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
よ
り
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
と
し
て
、
国
・
県

町
で
そ
れ
ぞ
れ
補
助
基
本
額
の
３
分

の
１
を
補
助
。
更
に
町
で
二
十
万
円

を
上
限
と
し
た
補
助
金
を
交
付
し
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
平
成
十
九
年
度
ま
で
に
一
五
〇

基
整
備
予
定
で
、
平
成
十
一
年
度
末

現
在
四
六
基
の
設
置
に
留
ま
っ
て
お

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
度
の
設
置
計
画
に
は
、
ま
だ

相
当
数
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
快
適

な
生
活
を
維
持
し
つ
つ
自
然
環
境
を

保
全
す
る
た
め
に
も
生
活
排
水
を
浄

化
し
て
か
ら
自
然
に
返
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
制
度
を
利
用
し

て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
検
討

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
尚
、
現
在
単
独
処
理
浄
化
槽
を
設

置
済
の
方
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場

水
道
課
下
水
道
係 (

五
五
〜
四
九
五

四) 

ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

｢

本
荘
・
由
利
法
律

 

　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー｣ 

開
設

　
弁
護
士
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に

お
け
る
法
律
相
談
体
制
の
確
立
を
目

的
と
し
て
、｢

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー｣

を
開
設
致
し
ま
し
た
。

場
　
所
　
鶴
舞
会
館

相
談
日
　
毎
週
木
曜
日 (

祝
日
除
く)

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

相
談
料
　
30
分
以
内
　
五
千
円

※
法
律
的
紛
争
の
解
決
及
び
そ
の
予

　
防
に
関
す
る
一
切
の
相
談
に
、
会

　
員
弁
護
士
が
面
接
に
よ
り
相
談
に

　
応
じ
ま
す
。

※
毎
週
月
〜
金
曜
日 (

弁
護
士
会
休
　

業
日
を
除
く) 

の
午
前
９
時
か
ら
　
午

後
５
時
ま
で
弁
護
士
会
事
務
局

　 (

０
１
８ 

８
９
６ 

５
５
９
９) 

　

に
お
い
て
予
約
受
付
し
ま
す
。

や
ま
め

　
　
　
九
月
例
会

一
管
の
笛
に
夢
の
る
秋
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ア
ヤ
子

夕
焼
に
手
を
振
っ
て
去
る
別
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
島
　
竹
波

一
病
に
鞭
打
つ
散
歩
草
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
勝
男

秋
刀
魚
焼
く
善
玉
嗜
好
献
立
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

天
高
し
傘
寿
や
ま
め
の
夢
か
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
茂

八
朔
の
稚
児
の
ね
り
こ
に
強
雨
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
瑞

獅
子
頭
命
を
得
た
る
秋
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
柳
四
郎

敬
老
日
今
年
は
何
を
贈
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
馬
　
賢
治

ぶ
ど
う
狩
り
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
や
さ

し
さ
に
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
キ
女

秋
ま
つ
り
最
後
と
な
り
ぬ
古
駅
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

二
百
十
日
さ
し
た
る
事
も
な
く
過
ぎ

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
木
の
実

秀
麗
の
鳥
海
指
呼
の
葡
萄
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
や
す
雄

第
三
〇
五
回

矢
島
短
歌
会
八
月
例
会
講
師
選
歌

　
　
　
　
　
　
講
師
　
藤
田
嘉
樹

穂
孕
め
る
田
に
光
る
汗
落
し
つ
つ
老

に
は
辛
き
溝
切
を
終
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
実

駄
菓
子
屋
に
耳
カ
リ
ン
ト
ウ
買
い
に

行
き
し
汗
ば
む
程
に
硬
貨
握
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
リ
ヨ

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
来
し
子
の
嫁
は
暑
き

日
々
言
葉
や
さ
し
く
姑
を
労
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
林
つ
ね

涼
風
と
風
鈴
の
音
に
誘
わ
れ
て
心
地

良
く
吾
れ
う
た
た
寝
し
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
庭
　
恭
子

明
け
や
ら
ぬ
厨
に
入
れ
ば
こ
の
朝
も

早
も
身
近
に
蟋
蟀
こ
お
ろ
ぎ
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
利
也
子

浮
か
ば
せ
し
白
き
花
び
ら
硝
子
器
に

今
日
の
暑
さ
を
水
中
に
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

趣
味
と
云
い
生
き
甲
斐
と
云
う
ま
や

か
し
に
身
を
委
ね
つ
つ
醒
め
る
時
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
　
か
よ

消
防
の
訓
練
の
日
々
に
孫
の
額
た
く

ま
し
く
灼
け
大
会
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ア
ヤ
子

職
場
に
て
歌
評
を
交
わ
せ
し
友
の
退

の
き
ひ
と
り
詠
草
淡
々
と
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
洋
子

長
芋
を
す
り
つ
つ
思
う
今
は
亡
き
賀

世
さ
ん
が
子
ら
と
ト
ロ
ロ
摺
る
短
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

た
っ
ぷ
り
と
雨
を
含
み
し
紫
陽
花
に

結
ぶ
水
玉
花
冠
を
透
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
子

　
講
師
詠
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

根
か
ぎ
り
羽
ば
た
き
巣
立
つ
仔
雀
の

失
速
の
さ
ま
に
草
生
に
沈
む



ほ
け
ん
だ
よ
り

〜
婦
人
科
検
診
が
始
ま
り
ま
す
〜

◎
乳
が
ん
検
診

　
食
生
活
の
欧
米
化
や
女
性
の
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
り
、
近

年
乳
が
ん
は
発
生
率
・
死
亡
率
と
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、乳

が
ん
は
体
の
表
面
近
く
に
で
き
る
が

ん
な
の
で
自
分
で
も
早
い
時
期
に
発

見
で
き
ま
す
。
定
期
的
な
自
己

チ
ェ
ッ
ク
と
年
に
一
回
の
検
診
で
乳

が
ん
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
子
宮
が
ん
検
診

　
子
宮
が
ん
は
早
期
発
見
が
容
易
で

実
際
に
早
期
子
宮
が
ん
の
80
％
あ
ま

り
が
集
団
検
診
で
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
30
歳
以
上
の
女
性
は
積
極
的
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子

宮
が
ん
は
閉
経
後
も
発
生
し
ま
す
か

ら
閉
経
後
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

◎
９
月
号
広
報
の ｢

健
康
シ
リ
ー
ズ｣

で
、
前
立
線
が
ん
検
診
の
受
診
者
が

二
十
二
人
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が

二
百
十
二
人
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
相 

談
・
健 

診
〉

◎
な
ん
で
も
健
康
相
談

日
時
　
10
月
17
日 (

火)

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
相
談
だ
け
で
な
く
、
体
脂
肪
率
や

　
血
圧
測
定
、
赤
ち
や
ん
の
計
測
な

　
ど
も
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

　
い
ら
し
て
下
さ
い
。

◎
乳
児
健
診

日
時
　
10
月
17
日 (

火) 

午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
11
年
10
・
12
月
生

　
　
　
平
成
12
年
３
・
６
月
生

持
参
す
る
も
の

　
母
子
手
帳
、
記
入
し
た
ア
ン
ケ
ー

　
ト
用
紙
、
バ
ス
タ
オ
ル

※
６
月
生
の
方
は
健
康
相
談
票
を

　
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

◎
１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

日
時
　
10
月
23
日 (

月) 

午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
11
年
１
〜
４
月
生

持
参
す
る
も
の

　
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

〈
予
防
接
種
〉

◎
三
種
混
合
１
期
・
追
加

日
時
　
10
月
24
日 (

火) 

午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
12
年
４
月
以
前
生
で
１

　
　
　
期
３
回
終
了
し
て
い
な
い
乳

　
　
　
幼
児

　
　
　
１
期
３
回
目
終
了
後
１
年
経

　
　
　
過
し
た
幼
児 (

３
回
目
か
ら

　
　
　
１
年
以
上)

※
記
入
し
た
予
診
票
と
母
子
手
帳
を

　
持
参
下
さ
い
。

◎
日
本
脳
炎
１
期
１
回
目

日
時
・
場
所

　
10
月
16
日 (

月) 

大
井
医
院

　
10
月
25
日 (

水) 

木
村
医
院

　
11
月
２
日 (

木) 

佐
藤
医
院

受
付
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

対
象
　
平
成
９
年
４
月
〜
平
成
10
年

　
　
　
３
月
生

※
母
子
手
帳
と
記
入
し
た
予
診
票
を

　
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
接
種
希
望
日
の
一
週
間
前
ま
で
に

　
予
約
の
電
話
を
各
医
療
機
関
に
お

　
願
い
し
ま
す
。

※
11
月
に
日
本
脳
炎
２
回
目
が
あ
り

　
ま
す
。

〜
結
核
緊
急
事
態
宣
言
た
だ
い
ま

　
発
令
中
「
結
核
に
ご
用
心
！
」
〜

　
結
核
は
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
も
国
内
で
は

年
間
約
４
万
４
千
人
の
新
た
な
結
核

患
者
が
発
生
し
、
約
２
千
８
百
人
が

結
核
で
亡
く
な
る
と
い
う
最
大
の
感

染
症
で
す
。(

本
荘
由
利
地
域
で
も
平

成
11
年
中
に
20
人
以
上
の
結
核
患
者

が
発
生
し
て
い
ま
。)

　
し
か
も
最
近
は
学
校
・
医
療
機
関
・

老
人
関
係
施
設
な
ど
で
結
核
集
団
感

染
が
多
く
発
生
し
た
り
、
高
齢
者
の

結
核
患
者
が
増
加
す
る
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
出
て
き
て
お
り
、
私
達
一

人
ひ
と
り
が
予
防
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。｢

結
核｣ 

を
も

う
一
度
よ
く
知
っ
て
、
感
染
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

■
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
よ
う
で
あ

　
れ
ば
、
風
邪
だ
と
思
い
こ
ま
な
い

　
で
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
年
に
１
回
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
１
枚
の
フ
イ
ル
ム
か
ら
様
々
な
健

　
康
情
報
が
わ
か
り
ま
す
。

■
お
子
さ
ん
を
結
核
か
ら
守
る
Ｂ
Ｃ

　
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
な
20

　
代
の
発
病
に
要
注
意
。

〈
健
康
シ
リ
ー
ズ
〉

実施月日 対　　象　　地　　域

10月４日
 (水)

川原小坂・田中・砂子沢・沢内・杉沢･小板戸
木在・荒沢・熊之子沢

10月６日
 (金)

上新荘・中屋敷・坂之下・大川原・新町

10月11日
 (水)

矢島町・家中新地・丸森・田中町・新丁･舘町
七日町

10月13日
 (金)

事　業　所

10月16日
 (月)

豊町･羽坂・栄町･栄町住宅･城新･新道

10月18日
 (水)

小田・沖小田・小田住宅・築舘・水上
上の山小杉沢・持子・八ツ杉・中山・上野
上野平・長泥・坂之下郷内

10月20日
 (金)

新所・元町郷内・御嶽・九日町・須郷田
成沢・田沢・金ケ沢・上原・谷地沢・桃野

10月25日
 (水)

山寺・下山寺・矢越・針ケ岡・大谷地
濁川・十二ケ沢・軽井沢

10月27日
 (金)

事　業　所　・日割りに受診出来なかった方

平成１２年度婦人科検診日程表

会場～保険センター
受付時間～午後1時30分～2時

※　割当日以外でも、都合の良い日に受診下さい。



こ
ち
ら
情
報
セ
ン
タ
ー

 ｢

パ
ソ
コ
ン

　 

に
触
っ
て

 

　
　
み
ま
せ
ん
か｣

　
最
近
の
テ
レ
ビ
報
道
で
パ
ソ
コ
ン

の
普
及
率
が
二
世
帯
に
一
台
ま
で
に

な
っ
た
と
報
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
急
激
に
進

み
、
ｉ
モ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
携
帯
電

話
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
情
報
伝
達
速
度
も
速

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
学
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
社
会
で
は
、
事
務
処
理
に
パ
ソ

コ
ン
が
使
わ
れ
、
家
庭
で
も
子
供
た

ち
が
気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、ま
す
ま
す
、

情
報
機
器
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え

て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
女
性
や
高
齢
者 (

シ
ニ
ア)

の
方
は
、
な
か
な
か
パ
ソ
コ
ン
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
10
月
よ
り
、
そ

ん
な
女
性
や
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
覚
え

た
い
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や
っ

て
み
た
い
方
は
、
是
非
、
受
講
い
た

だ
き
、
今
後
の
生
活
に
ご
活
用
い
た

だ
き
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
開
催
時
期

１
、 ｢
レ
デ
ィ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
歩
講
座｣

　
10
月
16
日
・
18
日
・
20
日
・
23
日
・

　
　
　
25
日
・
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　 (
６
日
間)

２
、 ｢

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
歩
講
座｣

　
11
月
６
日
・
８
日
・
10
日
・
13
日
・

　
　
　
15
日
・
17
日
・
20
日
・
22
日
・

　
　
　
24
日
・
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　 (

10
日
間)

●
時
　
間

　
13
時
30
分
〜
２
時
間

●
場
　
所

　
矢
島
町
役
場
大
会
議
室

●
対
　
象

　
１
、
町
内
在
住
の
女
性

　
２
、
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

●
内
　
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
イ
ン

タ
ー
　
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
等

●
受
講
料

　
一
、
〇
〇
〇
円

○
芸
能
発
表
会

　
　 (

11
／
３
日
予
定)

　
Ｔ
Ｖ
電
話
へ
の
配
信
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
役
場
企
画
商
工
観
光
課

(

55
―
４
９
５
２
・
Ｔ
Ｖ
電
話
55
―
４

９
６
５) 

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
不
明
な
点
や
Ｔ
Ｖ
電
話
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
課
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各

種情報が見られます。

　行政・福祉情報　　　　 29-5020

　観光・イベント情報　　 29-5021

　公共施設予約状況　　　 29-5032

ホームページアドレス

  http://www.town.yashima.akita.jp

メール

kikaku＠ town.yashima.akita.jp

ペ
ッ
ト
犬
に
つ
い
て

犬
好
き
な
人
、
み
ん
な
集
ま
れ
！

　
　
わ
ん
わ
ん
ス
ク
ー
ル
開
催

　
10
月
14
日 (

土) 

午
前
９
時
30
分
か

ら
本
荘
由
利
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

本
荘
保
健
所) 

駐
車
場
に
お
い
て
わ

ん
わ
ん
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
　
行
事
内
容

　
■
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
■
犬
の
飼
い
方
教
室

　
■
犬
の
飼
い
方
・
病
気
・
手
入
れ

　
　
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
■
狂
犬
病
注
射
の
実
施

く
わ
し
く
は
、

秋
田
県
獣
医
師
会
由
利
支
部
事
務
局

　
電
話
２
４
―
３
９
９
０
ま
で

毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

　
　
　
注
射
を
お
忘
れ
な
く
！

平
成
12
年
度
第
２
回
狂
犬
病
予
防
注

射
の
実
施

　
犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防
法

第
５
条
第
１
項
に
よ
り
、
飼
い
犬
に

毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
ま

だ
受
け
さ
せ
て
い
な
い
飼
い
主
の
方

は
、
第
２
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
必
ず
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
10
月
11
日 (

水)
日
程

　
・
午
前
９
時
〜
９
時
50
分

　
　
川
辺
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
前

　
・
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

　
　
矢
島
駅
前
町
営
駐
車
場

　
・
午
前
11
時
〜
午
前
12
時

　
　
元
町
会
館
前

注
射
手
数
料
　
三
、
〇
二
〇
円

※
犬
の
登
録
を
ま
だ
し
て
い
な
い
飼

　
い
主
の
方
は
、
注
射
の
会
場
で
も

　
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
登
録
手
数
料
　
三
、
〇
〇
〇
円

不
明
な
点
は
、

　
生
活
・
環
境
課
ま
で

　
　
電
話
　
五
五
―
四
九
五
九

不
用
犬
の
引
き
取
り

　
　
　
　
　
日
程
に
つ
い
て

　
10
月
、
11
月
、
12
月
の
不
用
犬
の

引
き
取
り
日
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
10
月
５
日
、
19
日
、
26
日

　
11
月
９
日
、
16
日
、
30
日

　
12
月
７
日
、
14
日
、
21
日

　
当
日
の
11
時
ま
で
本
荘
保
健
所
に

飼
い
主
が
搬
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
数
料
は
、
生
後
九
十
一
日
以
上

は
一
頭
に
つ
き
千
円
、
生
後
90
日
以

内
は
十
頭
に
つ
き
千
円
で
す
。

　
印
鑑
、
鑑
札
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　
　
役
場
生
活
・
環
境
課

　
　
　
電
話
五
五
―
四
九
五
九

　
　
ま
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

★
今
後
の
配
信
予
定

　
　
　（
Ｔ
Ｖ
電
話
）



金
婚
祝
賀
会

　
平
成
12
年
度
の
金
婚
祝
賀
会
を
日

新
館
に
お
い
て
開
催
致
し
ま
す
。

　
　
日
時
　
10
月
18
日 (

水)

　
　
　
　
　
午
後
２
時
よ
り

　
今
年
度
の
対
象
者
は
昭
和
26
年
に

婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　
こ
ち
ら
で
把
握
し
て
い
る
対
象
者

に
は
御
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
他
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
御
夫

婦
が
お
り
ま
し
た
ら
、
役
場
福
祉
保

健
課
福
祉
係 (

５
５
〜
４
９
６
０) 

ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

矢
島
町
職
員
上
級

 (

職
務
経
験
者)

採
用
試
験

　
町
で
は
職
員 (

職
務
経
験
者) 

を
募

集
い
た
し
ま
す
。

○
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

　
行
政
　
一
名

　
※
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

　
昭
和
40
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
50

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で

学
校
教
育
方
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し

た
者
で
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務

経
験
年
数
が
４
年
以
上
あ
る
者
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

○
試
験
方
法

試
験
は
第
１
次
試
験
、
第
２
次
試
験

及
び
資
格
調
査
と
し
、
第
２
次
試
験

は
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て

の
み
行
い
ま
す
。

○
試
験
日
時
及
び
場
所

第
１
次
試
験

日
　
時

　
平
成
12
年
11
月
12
日 (

日)

　
午
前
９
時
30
分

　
　
〜
午
後
０
時
40
分
ま
で

場
　
所

　
矢
島
町
役
場

　
　 (
矢
島
町
矢
島
町
二
十)

○
受
験
申
込
先
及
び
問
い
合
せ
先

　
矢
島
町
役
場
総
務
課

○
受
付
期
間

○
受
付
期
間

平
成
12
年
10
月
２
日 (

日)

　
〜
10
月
19
日 (

木) 

ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
採
用
試
験
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
役
場
総
務
課

◇
陶
芸
教
室
◇

　
お
と
し
よ
り
を
対
象
と
し
た
、
陶

芸
教
室
を
行
い
ま
す
。

〜
自
分
用
の
－
湯
の
み
・
さ
ら
っ
こ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

と
　
き
　
10
月
11
〜
12
日

　
　
　
　
10
月
26
日

　
　
　
　
11
月
６
日

　
　
　
　
11
月
10
日

　
午
前
10
時
〜
３
時
ま
で

と
こ
ろ
　
寿
康
苑
　
創
作
室

講
　
師
　
三
浦
四
郎
　
先
生

対
象
者
　
本
町
に
在
住
す
る
方

定
　
員
　
10
名

教
材
費
　
一
、
五
〇
〇
円

持
ち
物
　
昼
食
・
タ
オ
ル

　
　
　
　
前
か
け
・
ス
リ
ッ
パ

申
し
込
み

　
　
　
　
10
月
６
日 (

金) 

ま
で

　
　
　
　
寿
康
苑
へ

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
56
―
２
９
４
０

第
30
回
な
め
こ
祭
開
催

　
恒
例
の 

『
な
め
こ
祭
』 

が
紅
葉
の

鳥
海
山
麓
の
花
立
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
日
帰
り
コ
ー
ス
◆

日
程

　
10
月
22
日 (

日)

　
矢
島
駅
９
時
出
発
↓
町
内
観
光
↓

　
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ (

な
め
こ
祭)

　
お
ひ
と
り
　
　
３
、
５
０
０
円

◆
一
泊
コ
ー
ス
◆

日
程

　
10
月
21
日(
土)
・
22
日(

日)

　
21
日
　
矢
島
駅
↓
獅
子
ケ
鼻
湿
原

　
　
　
↓
ユ
ー
ス
プ
ラ
ト
ー (

泊)

　
22
日
　
町
内
観
光
↓
ク
リ
ー
ン
ハ

　
　
　
イ
ツ (

な
め
こ
祭)

　
お
ひ
と
り
　
１
０
、
０
０
０
円

■
申
込
先
■

　
鳥
海
高
原
ユ
ー
ス
パ
ー
ク

　
　
　
　
　 (

５
５
―
２
９
２
９)

ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
愛
称
募
集

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
払
下
げ

　
矢
島
町
で
は
、
今
年
度
ロ
ー
タ
リ

除
雪
車
の
更
新
に
よ
り
除
雪
車
を
処

分
す
る
こ
と
に
な
り
、
必
要
な
方
に

払
下
げ
い
た
し
ま
す
。

　
必
要
な
方
は
、
左
記
日
時
ま
で
に

建
設
課
に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
記

平
成
12
年
10
月
13
日 (

金)

　
希
望
者
は
、
建
設
機
械
減
額
譲
渡

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
建
設
課
ま
で

　
　
　
　
電
話
　
五
五
〜
四
九
五
五

　
矢
島
町
で
は
、
山
村
振
興
等
農
林

漁
業
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
来
年
一

月
完
成
を
目
指
し
、
花
立
ジ
ャ
ー

ジ
ー
ハ
ウ
ス
に
隣
接
し
て
牛
乳
・
乳

製
品 (

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
バ
タ
ー) 

製
造
工
場
の
建
設

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
推
進
に
よ
り
長
年
の
悲

願
で
あ
り
ま
し
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳

の
地
場
生
産
が
可
能
と
な
り
、
畜
産

セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
牛

乳
等
の
乳
製
品
を
花
立
高
原
宿
泊
施

設
の
利
用
者
や
観
光
客
、
ま
た
町
民

に
も
大
い
に
飲
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
特
産
で
あ
る
ジ
ャ
ー

ジ
ー
乳
製
品
の
消
費
拡
大
と
町
の
活

性
化
を
図
る
上
で
大
い
に
期
待
さ
れ

る
施
設
で
す
。

◎
応
募
規
格

・
町
民
に
広
く
親
し
ま
れ
る
愛
称
を

　
考
え
て
く
だ
さ
い
。

・
文
字
種
、
字
数
の
制
限
は
設
け
ま

　
せ
ん
。

◎
応
募
締
切
　
11
月
15
日 (

水)

◎
応 

募 

先

　
〒
０
１
５
―
０
４
０
２

　
矢
島
町
矢
島
町

　
矢
島
町
役
場
農
林
課
へ

　
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　 (

五
五
ー
二
一
五
七) 

で

◎
発 

表 

等

・
広
報
12
月
号
に
掲
載

・
採
用
者
に
は
記
念
品
を
進
呈

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
役

場
農
林
課
農
政
係(

55
ー
４
９
５
６)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
　
　
　
募
　
集

　
現
在
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
乳
は
町
の
特
産
品
で

あ
り
な
が
ら
、
処
理
加

工
施
設
が
な
い
た
め
、

い
っ
た
ん
他
町
の
施
設

で
加
工
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。



ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
来
る
10
月
23
日
、
日
新
館
に
お
い

て
左
記
に
よ
り
第
５
回
ア
グ
リ

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
Ｊ
Ａ
秋
田
南
若
美
基
幹
支

所
長
の
中
田
正
好
氏
が
講
師
と
し
て

来
町
し
、｢

メ
ロ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
産
地
づ
く
り｣

 (

仮
題) 

と
題
し
、

産
地
形
成
の
の
取
組
事
例
等
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
米
価
の
下
落
に
よ
り

水
稲
単
一
か
ら
複
合
経
営
へ
の
移
行

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
等
稲
作
を
取

り
巻
く
状
況
も
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
中
で
、
実
際
に
産
地
づ
く
り
を

指
導
し
て
き
た
事
案
の
一
端
が
拝
聴

で
き
る
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
講
演
に
引
き
続
い
て

行
わ
れ
て
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
今
年
度
は
や
め
て
、
講
師

を
中
心
と
し
て
向
か
い
合
っ
た
形
で

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
農
家
の
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

農
家
以
外
の
一
般
の
方
で
も
農
業
に

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
と
も
ご
聴
講

願
い
ま
す
。

一､ 

期
日
　
10
月
23
日 (

月)

　
　
　
　
　
午
後
１
時

二､ 

場
所
　
日
　
新
　
館

三､ 

内
容

《
基
調
講
演
》

　
　
講
師
　
中
田
　
正
好
　
氏

〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

 ｢

複
合
経
営
を
確
立
す
る
に
は｣

〈
司
　
会
〉

　
　
佐
　
藤
　
孝
　
義
　
氏

〈
発
言
者
〉

　
　
佐
　
藤
　
博
　
美
　
氏

　
　
佐
　
藤
　
角
　
栄
　
氏

　
　
三
　
浦
　
正
　
明
　
氏

　
　
佐
々
木
　
　
巧
　
　
氏

　
　
佐
　
藤
　
か
の
子
　
氏

第
９
回
町
長
杯
一
般
男
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
募
集

○
期
　
日

　
平
成
12
年
10
月
９
日 (

体
育
の
日)

　
午
前
９
時
〜

○
会
　
場

　
矢
島
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

○
種
　
目

　
男
　
子
　
６
人
制

　
女
　
子
　
９
人
制

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

　
矢
島
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
事
務
局 (

役
場
内
55
┃
４
９
５
１)

○
参
加
費

　
１
チ
ー
ム
　
３
、
０
０
０
円

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏

 

　
　
組
合
職
員
を
募
集

ご
存
知
で
す
か

 

　
　
〜
行
政
相
談
〜

　
総
務
庁
で
は
、
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
聞
き
し
、
そ
の
事
案
の
改
善

を
図
る
た
め
、
毎
月
行
政
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
10
月
は
、
こ
の
相
談
制
度
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
16
日
か
ら

22
日
ま
で
を ｢

行
政
相
談
週
間｣

 

と

し
て
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
矢
島
町
に
お
い
て
も
次
の
日
程
で

相
談
日
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
※
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
ご
安
心
下
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
　
佐
藤
重
夫
氏

 (

郷
内
　
電
話
五
五
―
三
三
九
一)

相
談
日
　
２
日
、
16
日
、
30
日

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所
　
矢
島
町
福
祉
会
館

危
険
物
取
扱
者
試
験

 

　
準
備
講
習
会
の
案
内

　
平
成
12
年
度
冬
期
、
乙
種
第
四
類

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
が

左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
講
習
の
期
日
及
び
場
所

　
　
10
月
６
日
〜
７
日

　
　
秋
田
市
文
化
会
館

　
丙
種
危
険
物
取
扱
者
準
備
講
習
会

　
　
12
月
17
日

　
　
秋
田
市
文
化
会
館

二
、
受
付
期
間

　
　
平
成
12
年
10
月
25
日

　
　
　
　
　
〜
11
月
７
日

三
、
受
講
料

　
　
一
四
、
〇
〇
〇
円

　
　 (

危
険
物
安
全
協
会
会
員
は
、 

　

　
　
九
、
〇
〇
〇
円)

　
申
込
書
類
等
は
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
詳
細
及
び
他
開
催
場
所
に
つ
い

て
は
、
消
防
署
に
問
い
合
わ
せ
て
下

さ
い
。

　
尚
、
試
験
は
平
成
13
年
１
月
14
日

(

一
般
・
高
校
生) 

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署

コ
ロ
ニ
ー
水
林
通
勤
寮

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
10
月
１
日
よ
り
、
相
談
事
業
を
行

な
い
ま
す
。
知
的
障
害
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
ま
で
、気

軽
に
御
相
談
・
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
尚
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

・
秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
調
整
課

　
西
目
町
出
戸
字
孫
七
山
３
―
２

　
電
　
話
　
３
３
―
４
５
２
８

・
水
林
通
勤
寮

　
本
荘
市
出
戸
町
字
調
練
場
１
－
１

　
電
　
話
　
２
３
―
３
５
５
１

■
受
付
時
間
■

　
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
９
時
〜
16
時
30
分

・
老
人
ホ
ー
ム
看
護
婦
・
看
護
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

２
、
試
験
の
方
法
　

　
第
一
次
試
験
　
一
般
教
養
試
験

　
第
二
次
試
験
　
作
文
及
び
適
性
検

　
　
　
　
　
　
　
査
、
口
述
試
験

３
、
試
験
日
及
び
場
所

　
第
一
次
試
験
　
平
成
12
年
11
月
12

　
日 (

日) 

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

４
、
受
験
資
格

・
一
般
行
政
職 (

清
掃
セ
ン
タ
ー)

初
級
　
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
大
学
、
短
大
、
高
専
を
卒
業

又
は
卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
。

・
老
人
ホ
ー
ム
看
護
婦
・
看
護
士

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
看
護
婦
・
士
、
準
看
護
婦
・

士
の
免
許
を
有
す
る
人
又
は
平
成
48

年
３
月
31
日
ま
で
免
許
取
得
の
予
定

の
人
。

５
、
受
験
申
込
書
の
請
求
・
受
付

平
成
12
年
10
月
２
日 (

月) 

か
ら
10
月

31
日 (
火) 

ま
で
本
荘
由
利
広
域
市
町

村
圏
組
合
事
務
局
総
務
課
よ
り
受
領

し
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

６
、
受
付
と
問
合
せ
先

〒
０
１
５
―
０
０
０
１
　

本
荘
市
出
戸
町
字
尾
崎
十
七
番
地
広

域
行
政
セ
ン
タ
ー
内

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務

局
総
務
課

 (

電
話
２
３
―
２
０
１
９)

　
広
域
圏
組
合
で
は
次
に
よ
り
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

１
、
採
用
予
定
人
員
及
び
職
種
内
容

　
・
一
般
行
政
職 (

清
掃
セ
ン
タ
ー)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
級
　
一
名


